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ドームふじアイスコアの10Be分析による単年宇宙線イベントの調査
Research of annual cosmic ray events using 10Be in the Dome Fuji ice core
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14Cや10Beなどは、地球外からの宇宙線によって大気中で生成される（宇宙線生成核種）。14Cは樹木年輪
へ、10Beは氷床コアへ蓄積されるため、14Cや10Beの濃度を調べることで過去の宇宙線強度を知ることができ
る。 
年輪中14Cの単年測定によって発見された宇宙線イベント（775年、993年or994年）は、南極・グリーンランド
のアイスコア中10Be単年測定によってその存在が確認されている。我々は南極ドームふじアイスコアを用いた
単年10Be分析を行い、宇宙線イベントの検出を行った。本稿では、10Be測定結果の詳細や、14Cと比較した議論
を行う。
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